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序論
陸棲ラン藻Nostoc communeは晴天
が続くと乾燥して光合成を休止す
る。雨による吸水で再び光合成を
開始する。

膨潤

乾燥

回復過程
乾燥した藻体に水を与えると5時間ほどの間

に急速に膨潤し、その後ゆっくりと膨潤して
いく。

吸水による膨潤過程は３つの相に分かれる
ことが分かった
fast phase・・・・・0.5  min
middle phase・・・・ 2 h
slow  phase・・・・・ 9 h
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膨潤に伴う活性化の過程
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